
「
研
究
ノ
ー
ト
」　
近
世
の
茶
人
・
三
谷
宗
鎮
の
略
歴

安
孫
子

芳

枝

【
は
じ
め
に
】

茶
の
湯
の
大
成
期
と
さ
れ
る
室
町
時
代
後
期
の
村
田
珠
光
や
武
野
紹
鴎
、
そ
し
て
千
利
休
に
関
す
る
研
究
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
し
か
し

三
千
家
が
成
立
し
て
茶
の
湯
人
口
が
増
加
す
る
江
戸
時
代
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
茶
の
湯
を
語

る
時
に
「
禅
と
茶
」
を
関
連
付
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
茶
の
湯
が
禅
宗
と
深
い
関
係
を
も
ち
な
が
ら
発
展
し
た
と
さ
れ

る
の
が
通
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
茶
と
禅
の
関
係
を
い
う
場
合
、『
南
方
録
』・『
禅
茶
録
』
な
ど
江
戸
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
茶
書
が
あ

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
書
の
実
際
の
著
者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
か
を
含
め
、
茶
の
湯
と
禅
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
意

識
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
江
戸
期
の
茶
の
湯
史
を
検
討
す
る
上
で
も
、
あ
る

い
は
「
茶
禅
一
味
」
と
い
う
思
想
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
武
家
・
公
家
・
町
人
と
い
う
階

層
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
の
湯
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
多
様
な
茶
人
と
茶
風
が
現
れ
た
。
茶
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
も
単
に
行
実
を
た

ど
る
だ
け
で
は
な
く
、
儒
者
や
大
名
や
公
卿
や
町
人
、
さ
ら
に
は
禅
僧
を
含
め
た
多
様
な
交
流
関
係
を
、
三
千
家
だ
け
で
な
く
分
派
し
た

茶
人
た
ち
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
中
期
の
茶
人
三
谷
宗
鎮
は
、茶
道
表
千
家
流
か
ら
一
派
を
な
し
た
人
物
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

関
係
図
書
に
も
多
く
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、な
お
不
透
明
な
部
分
が
多
い
。
三
谷
宗
鎮
の
経
歴
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
主
に「
茶

（1） 

（2） 
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人
系
譜
」
や
辞
典
類
で
、１
、茶
道
三
谷
流
の
祖
で
あ
る
。
２
、茶
を
表
千
家
六
代
覚
々
斎
に
学
ぶ
。
３
、儒
学
を
伊
藤
東
涯
に
学
ぶ
。
４
、

芸
州
浅
野
家
に
儒
者
格
二
百
石
で
仕
官
し
た
。
５
、『
和
漢
茶
誌
』（
一
七
二
八
年
）
を
著
す
。
と
い
う
情
報
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

た
と
え
ば
生
没
年
月
日
と
号
に
関
し
て
も
文
献
に
よ
っ
て
記
述
に
異
同
が
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
を
検
討
す
る
史
料
と
し
て
、
寺
田
貞

次
著
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
一
九
七
六
年
、
村
田
書
店
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
三
谷
良
朴
墓
」
の
碑
銘
が
あ
る
が
、
墓
碑
そ
の
も
の

の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
実
際
の
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
銘
文
と
の
比
較
校
註

を
試
み
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
点
や
、
問
題
点
が
み
つ
か
っ
た
。
本
報
告
に
お
い
て
は
、
江
戸
期
茶
の
湯
史

と
禅
宗
の
関
係
を
考
察
す
る
一
助
と
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
三
谷
宗
鎮
を
含
め
た
江
戸
期
茶
人
の
よ
り

具
体
的
な
研
究
を
進
め
る
上
で
の
研
究
課
題
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

【
三
谷
宗
鎮
の
略
歴
の
異
同
に
つ
い
て
】

江
戸
時
代
か
ら
平
成
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
三
谷
宗
鎮
の
略
歴
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
三
十
九
の
書
物
と
一
つ
の
碑
文
か
ら
調
査
し
た
。

結
果
、
傾
向
や
内
容
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
、
生
没
年
月
日
及
び
享
年
の
異
同
に
つ
い
て

生
没
年
月
日
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
没
年
を
記
し
て
い
る
三
十
一
件
す
べ
て
が
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
没
し
た
と
い
う
記
述
は
共

通
し
て
い
る
。
没
月
日
は
五
月
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
日
に
ち
は
十
二
日
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
五
月
十
三
日
、
又
は

七
月
没
と
す
る
も
の
の
中
に
日
に
ち
を
七
日
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
享
年
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
の
は
十
九
件
で
そ
の
う
ち
七
十
七
歳
と

な
っ
て
い
る
の
は
十
五
件
、
七
十
四
歳
が
一
件
、
七
十
四
（
七
十
七
と
も
）
が
三
件
で
あ
っ
た
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
七
十
七
歳

（3） 

（4） 

（5） 

（6） 

（7） 
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で
没
し
た
と
い
う
大
方
の
情
報
か
ら
生
年
を
寛
文
五
年
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
五
十
年
代
か
ら
の
書
物
に
は
生
年
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
生
年
の
異
同
は
見
ら
れ

な
い
が
、
没
年
を
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
と
し
て
享
年
七
十
四
か
七
十
七
と
し
た
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
の
末
宗
廣
著
「
茶
人
系

譜
（
新
版
）」
は
生
年
を
記
述
し
な
い
配
慮
が
見
ら
れ
る
。

二
、
号
の
異
同
に
つ
い
て

号
と
さ
れ
る
も
の
は
七
つ
見
受
け
ら
れ
る
。「
南
川
（
子
）」「
不
偏
斎
」「
良
朴
」「
丹
下
」「
不
倚
斎
」「
不
易
斎
」「
一
偏
斎
」
で
あ
る
。

号
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、
も
し
く
は
号
と
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
で
も
初
世
三
谷
宗
鎮
を
示
す
と
き
は
（
碑
銘
な
ど
）
算
入
し

た
。号

に
つ
い
て
問
題
と
し
た
い
の
は
「
不
偏
斎
」
と
い
う
号
に
つ
い
て
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
出
版
物
に
は
「
南
川

子
」「
不
偏
斎
」「
良
朴
」
の
三
名
称
が
号
と
し
て
固
定
し
て
い
た
の
が
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
「
古
今
茶
人
綜
覧
」
か
ら
「
不

偏
斎
」
以
外
の
斎
号
が
見
え
始
め
る
。
昭
和
十
年
代
と
二
十
年
代
は
「
不
偏
斎
」
の
他
に
「
不
倚
斎
」、「
不
易
斎
」
が
加
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
五
年
以
降
出
版
さ
れ
た
茶
道
関
係
の
辞
典
類
を
始
め
、
一
般
的
な
事
典
か
ら
は
三
谷
宗
鎮
の
号
に
「
不
偏

斎
」
の
文
字
は
消
え
、
ほ
ぼ
斎
号
は
「
不
易
斎
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

【
三
谷
宗
鎮
の
碑
銘
】

寺
田
貞
次
著
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
一
九
七
六
年
、
村
田
書
店
）
は
京
都
の
地
域
ご
と
に
緻
密
に
墓
を
調
査
し
、
所
在
の
寺
院
や
墓

地
内
の
位
置
や
墓
石
の
形
式
の
分
類
も
行
っ
て
い
る
。
三
谷
宗
鎮
の
墓
に
つ
い
て
は
「
第
一
編
中
央
部
（
下
京
）
の
第
二�

寺
町
四
條
以
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南
及
下
寺
町
」
の
節
に
記
載
さ
れ
、
大
雲
院
の
南
部
墓
域
中
に
あ
る
と
し
、
碑
銘
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

「
南
川
三
谷
良
朴
之
墓

南
川
子
姓
多
々
良
、
而
為
三
谷
氏
、
名
義
方
、
字
良
朴
、
初
稱
宗
鎮
、
又
稱
丹
下
、
號
南
川
子
、
播
州
明
石
人
、
初
失
怙
恃
依
某
氏
、
少

時
伶
俜
蹉
跎
乎
江
南
已
、
而
上
京
師
遂
住
焉
居
間
数
十
年
、
出
仕
勢
州
、
往
反
十
里
者
数
矣
、
其
為
人
多
趣
、
尚
尤
嗜
茶
、
有
意
於
紹
鴎

利
休
之
事
、
後
千
宗
左
氏
受
秘
訣
、
乃
善
言
茶
理
、
依
倣
于
陸
經
蔡
録
、
著
茶
誌
三
巻
、
所
居
築
茶
室
、
戸
庭
満
然
、
痩
石
斑
苔
佳
木
扶

疎
、
取
徑
縈
紆
深
邃
頗
有
山
谷
之
幽
致
、
凡
其
茗
集
野
服
執
器
、
意
象
閑
雅
尚
折
中
度
、
晩
年
患
眼
不
改
其
度
、
學
茶
禮
者
日
益
衆
、
又

為
闘
茶
之
會
、
請
泉
谷
百
拙
及
余
詩
以
紀
之
好
事
家
以
為
韻
事
、
寛
保
元
年
秋
七
月
十
七
日
病
没
、
年
七
十
四
男
一
人
名
良
中
、
女
一
人

早
亡
。

寛
保
元
年
八
月
廿
三
日

南
湖
堀
正
修
誌

孝
子
頼
良
中
立
」

以
上
の
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
初
世
三
谷
宗
鎮
の
墓
は
現
在
、
京
都
岩
倉
の
本
光
院
に
あ
る
。
字
の
摩
耗
も
見
ら
れ
る
が
、
文
字
の
判

読
は
可
能
で
あ
っ
た
。

調
査
し
た
結
果
、
数
か
所
の
相
違
と
欠
字
が
判
明
し
た
。

〈
校
註
後
の
碑
銘
〉

南
川
三
谷
良
朴
之
墓

南
川
子
姓
多
々
良
而
為
三
谷
氏
。
名
義
方
字
良
朴
。

（8） 

（9） 

（10） 

（11） 
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初
稱
宗
鎮
又
稱
丹
下
。
號
南
川
子
。
播
州
明
石
人
。
⑴�

幼

失
怙
恃
依
某
氏
。
少
時
伶
俜
蹉
跎
乎
。
江
南
已
而
上

京
師
遂
住
⑵�
為
居
間
数
十
年
。
出
仕
⑶�

藝
州
往
反
⑷�

千
里

者
数
矣
。
其
為
人
多
趣
尚
尤
嗜
茶
。
有
意
於
紹
鴎
利

休
之
事
。
⑸�

従
千
宗
左
氏
受
秘
訣
。
乃
善
言
茶
理
依
倣

于
陸
經
蔡
録
著
茶
誌
三
巻
。
所
居
築
茶
室
戸
庭
満

然
痩
石
斑
苔
佳
木
扶
疎
。
取
徑
縈
紆
深
邃
頗
有
山

谷
之
幽
致
。
凡
其
茗
集
野
服
執
器
意
象
閑
雅
。
尚
折

中
度
晩
年
患
眼
⑹�

亦
不
改
其
度
。
學
茶
禮
者
日
益
衆
。

又
為
闘
茶
之
會
請
泉
谷
百
拙
及
余
。
詩
以
紀
之
好

事
家
以
為
韻
事
。
寛
保
元
年
秋
七
月
十
七
日
病
没
。

年
七
十
四
男
一
人
名
良
中
女
一
人
早
亡
。

寛
保
元
年
八
月
廿
三
日　

南
湖
堀
正
⑺�

脩
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
子
⑻�

頌
良
中
立

『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
の
「
三
谷
良
朴
墓
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
碑
銘
と
違
う
文
字
は
四
角
で
囲
み
、
追
加
し
た
文
字
は
網
掛
け
で
示

し
た
。
→
の
下
の
文
字
は
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
で
あ
る
。

⑴��

幼�

→�

初　

⑵��

為�

→�

焉　

⑶��

藝�

→�

勢　

⑷��

千�

→�

十　

⑸��

従�

→�

後　

⑹��
亦�
→�

追
加
し
た
文
字　

⑺��

脩�

→�

修　

⑻��

頌�

→�

頼

以
上
が
校
註
箇
所
で
あ
る
。
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〈
読
下
し
〉

南
川
三
谷
良
朴
の
墓

南
川
子
、
姓
は
多
々
良
に
し
て
三
谷
氏
た
り
。
名
は
義
方
、
字
は
良
朴
な
り
。

初
め
宗
鎮
と
称
し
、
又�

丹
下
と
称
す
。
号
は
南
川
子
な
り
。
播
州
明
石
の
人
。

幼
く
し
て
怙
恃
を
失
し
て
、
某
氏
に
依
る
。
少
時
に
伶
俜
し
、
蹉
跎
す
や
。

江
南
を
已
に
し
て
京
師
に
上
り
、
遂
に
住
し
、
居
間
す
る
こ
と
数
十
年
な
り
。

芸
州
に
出
仕
し
、
千
里
を
往
反
す
る
こ
と
数
な
り
。

其
の
人
た
る
や
多
趣
に
し
て
尚
、
尤
も
茶
を
嗜
む
。

意
は
紹
鴎
、
利
休
の
事
に
有
り
。
千
宗
左
氏
よ
り
秘
訣
を
受
く
。

乃
ち
善
く
茶
理
を
言
い
、『
陸
経
』・『
蔡
録
』
に
依
倣
し
て
茶
誌
三
巻
を
著
す
。

所
居
に
茶
室
を
築
き
、
戸
庭
は
満
然
に
し
て
痩
石
、
斑
苔
、
佳
木
は
扶
疎
な
り
。

径
は
縈
紆
に
取
り
、
深
邃
は
頗
る
山
谷
の
幽
致
有
り
。

凡
、
其
れ
茗
に
は
野
服
が
集
い
、
器
の
意
象
は
閑
雅
を
執
す
。

尚
、
中
度
に
は
折
な
り
て
晩
年
は
眼
を
患
う
も
、
亦
其
の
度
を
改
め
ず
。

茶
礼
を
学
ぶ
は
日
ご
と
衆
に
益
す
。�

又
、
闘
茶
の
会
を
泉
谷
百
拙
及
び
余
を
請
し
て
な
す
。

詩
以
て
之
を
記
し
、
好
事
家
以
て
韻
事
と
す
。

寛
保
元
年
秋
七
月
十
七
日
病
没
す
。
年
七
十
四
。
男
一
人
、
名
は
良
中
。
女
一
人
、
早
亡
す
。

寛
保
元
年
八
月
廿
三
日　

南
湖
堀
正
脩
が
誌
す
。
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孝
子
頌
し
て�

良
中
が
立
つ

【
異
同
事
項
の
検
証
】

碑
銘
の
内
容
で
明
ら
か
に
な
っ
た
異
同
事
項
の
検
証
の
結
果
を
整
理
す
る
。

⑴　

没
年
月
日
に
つ
い
て
は
寛
保
元
年
七
月
十
七
日
。

⑵　

享
年
に
つ
い
て
は
七
十
四
。

⑶　

�

号
に
つ
い
て
は
南
川
子
と
明
記
。
良
朴
は
号
で
は
な
く
字
。
斎
号
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
偏
斎
、
不
易
斎
、
不
倚
斎
、

一
偏
斎
の
号
に
関
し
て
は
不
明
。

碑
銘
が
書
か
れ
た
の
は
宗
鎮
が
没
し
た
わ
ず
か
一
か
月
後
の
八
月
二
十
三
日
で
あ
り
、
墓
碑
を
建
て
た
の
は
嫡
子
の
良
中
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
没
年
月
日
や
享
年
に
つ
い
て
の
信
憑
性
は
高
く
、
三
谷
宗
鎮
の
没
年
月
日
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
七
月
十
七
日
と
確
定
で
き

る
。
ま
た
生
年
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
享
年
か
ら
逆
算
す
る
と
一
六
六
八
年
（
寛
文
八
）

と
な
る
。

【
斎
号
に
つ
い
て
】

異
同
が
み
ら
れ
た
斎
号
に
つ
い
て
は
碑
銘
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
宗
鎮
の
著
書
『
和
漢
茶
誌
』
は
版
心
書
名
に
な
っ
て
い
て

そ
の
柱
に
「
不
偏
斎
蔵
書
」
と
印
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
不
偏
以
外
の
斎
号
を
使
用
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、「
不
偏
斎
」
と
い
う
号
は
確
実
に
使
っ
て
い
る
。
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「
不
倚
斎
」・「
不
易
斎
」
の
号
が
現
れ
た
『
古
今
茶
人
綜
覧
』
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
を
見
る
と
「
三
谷
宗
鎮
」
の
項
目
の
箇
所

に
「
表
千
家
六
世
原
叟
宗
左
門
下
、
名
は
良
朴
、
號
丹
下
・
南
川
子
・
不
倚
斎
宗
鎮
・
不
易
斎
宗
鎮
・
宗
鎮
と
順
次
改
称
…
」
と
あ
り
、

次
の
項
目
は
「
三
谷
宗
鎮
二
世
」
で
あ
る
。
前
項
の
「
三
谷
宗
鎮
」
は
代
々
茶
名
と
し
た
「
三
谷
宗
鎮
」
の
説
明
と
「
三
谷
宗
鎮
初
世
」

の
説
明
の
混
合
の
よ
う
に
感
じ
る
。
お
そ
ら
く「
三
谷
宗
鎮
」の
項
目
で
記
載
し
た
か
っ
た
の
は
表
千
家
の
流
れ
を
持
つ
茶
家
と
し
て
代
々

踏
襲
し
た
名
前
で
あ
り
、初
世
宗
鎮
は
不
偏
斎
、二
世
宗
鎮
は
不
倚
斎
、三
世
宗
鎮
は
不
易
斎
と
順
次
改
称
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ

た
か
。「
三
谷
宗
鎮
」
と
は
別
に
「
三
谷
宗
鎮
初
世
」
の
項
目
を
立
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
混
乱
が
生
じ
た
よ
う
だ
。
同
じ
古
今
茶
人
綜

覧
に
は
「
不
偏
斎
」
の
項
目
も
あ
り
、そ
こ
に
は
「
三
谷
宗
鎮
」
を
参
照
す
る
よ
う
に
と
な
っ
て
い
る
が
「
三
谷
宗
鎮
」
の
項
目
に
は
「
不

偏
斎
」は
載
っ
て
い
な
い
。
整
合
性
が
な
い
の
で
あ
る
。
不
偏
斎
は
初
世
三
谷
宗
鎮
で
あ
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
の
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

二
世
三
谷
宗
鎮
の
号
は
「
不
倚
斎
」、
三
世
三
谷
宗
鎮
の
号
は
「
不
易
斎
」
と
い
う
こ
と
は
『
古
今
茶
人
綜
覧
』
以
前
の
書
物
で
あ
る
河

津
山
白
原
輯
『
本
朝
古
今
新
增
書
畫
便
覧
』
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）、
雪
庭
老
人
編
『
名
家
別
號
箋
』
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
棲

霞
亭
編
『
茶
人
大
系
譜
』
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、
冨
永
南
陔
著
『
茶
人
系
傳
』
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
東
京
図
書
出
版
編
集
『
帝

国
人
名
辞
典
』
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）、
石
田
誠
太
郎
編
『
茶
家
系
譜
詳
本
』
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）（
三
世
宗
鎮
に
つ
い
て
の

記
述
な
し
）、柴
山
準
行
編
『
茶
人
系
譜
大
全
』
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
等
で
確
認
で
き
る
。
初
世
三
谷
宗
鎮
が
「
不
倚
斎
」
や
「
不

易
斎
」
や
「
一
偏
斎
」
の
号
を
使
用
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
道
具
の
書
付
や
直
筆
の
署
名
な
ど
が
見
つ
か
る
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え

な
い
が
、
お
そ
ら
く
初
世
三
谷
宗
鎮
の
斎
号
は
「
不
偏
斎
」
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
不
倚
斎
」
は
二
世
三
谷
宗
鎮
、「
不
易
斎
」
は
三
世
三
谷

宗
鎮
の
号
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
古
今
茶
人
綜
覧
』
で
の
不
明
瞭
な
記
載
に
端
を
発
し
て
そ
れ
以
後
の
初
世
三
谷
宗
鎮
の
斎

号
の
不
統
一
性
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
い
。
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【
碑
銘
の
内
容
】

三
谷
宗
鎮
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
新
た
に
知
り
得
た
点
を
列
挙
す
る
。

一
、「
多
々
良
」
と
い
う
姓
で
あ
っ
た

宗
鎮
に
「
多
々
良
」
と
い
う
姓
が
あ
っ
た
こ
と
は
初
見
で
あ
っ
た
。
名
前
は
義
方
、
字
は
良
朴
と
い
う
こ
と
は
再
確
認
で
き
た
。
南
川

以
外
の
号
に
つ
い
て
、
墓
碑
銘
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

二
、
孤
児
で
あ
っ
た
為
に
不
遇
な
少
年
時
代
を
送
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

播
州
明
石
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
ま
で
は
わ
か
っ
て
も
、
宗
鎮
の
出
自
に
つ
い
て
は
手
掛
か
り
が
な
か
っ
た
の
が
、
孤
児
で
あ
っ
た
為

に
記
録
も
な
い
こ
と
は
納
得
で
き
た
。
不
遇
に
過
ご
し
た
少
年
時
代
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
新
た
な
認
識
で
あ
っ
た
。

三
、
茶
風
に
つ
い
て

住
い
に
築
い
た
茶
室
の
庭
は
自
然
の
ま
ま
の
景
色
を
愛
で
、
一
見
手
を
入
れ
て
い
な
い
よ
う
な
雑
然
と
し
た
様
子
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

こ
に
は
亭
主
宗
鎮
の
趣
向
が
あ
る
。
粗
末
な
服
で
特
別
な
道
具
を
用
い
ず
に
茶
を
行
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
質
素
で
気
負
わ
な
い

な
が
ら
風
雅
さ
を
保
っ
て
い
る
茶
風
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
る
。

四
、
晩
年
に
目
を
患
っ
て
い
た

五
、 

百
拙
元
養
と
堀
南
湖
と
の
交
流

百
拙
元
養
と
堀
南
湖
が
碑
銘
に
登
場
し
た
こ
と
は
宗
鎮
の
交
流
関
係
を
紐
解
く
重
要
な
足
掛
か
り
に
な
る
。

百
拙
元
養
と
茶
の
湯
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
筒
井
紘
一
著
『
茶
の
湯
と
仏
教
』（
二
〇
一
九
年
、
淡
交
社
）
に
詳
し
い
。
近
衛
家
熈
と

の
茶
の
湯
の
親
密
な
交
流
に
注
目
し
て
い
る
。
家
熈
の
周
囲
に
は
宮
廷
公
家
貴
族
や
学
者
、
文
人
、
数
寄
者
と
呼
ば
れ
る
文
化
人
が
集
っ

（12） 

（13） 
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て
い
た
。
そ
の
中
に
は
百
拙
元
養
を
は
じ
め
伊
藤
東
涯
や
堀
南
湖
が
名
を
連
ね
る
。
家
熈
に
近
い
文
化
人
達
と
三
谷
宗
鎮
は
親
し
か
っ
た

と
い
う
関
係
性
が
見
え
て
く
る
。

こ
の
碑
銘
を
記
し
た
の
が
堀
南
湖
で
あ
る
。『
和
漢
茶
誌
』
の
跋
も
堀
南
湖
が
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宗
鎮
と
南
湖
の
親
し
さ
が

垣
間
見
ら
れ
る
。
故
人
の
事
績
や
人
と
な
り
、
そ
し
て
そ
の
遺
徳
を
伝
え
よ
う
と
の
願
い
は
友
人
門
弟
、
と
り
わ
け
遺
族
に
は
切
な
る
も

の
が
あ
り
、
自
然
と
依
頼
さ
れ
る
の
は
昵
懇
の
名
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
適
任
者
が
堀
南
湖
で
あ
っ
た
。
遺
族
関
係
者
に
応
え
る

べ
く
故
人
の
遺
徳
の
顕
彰
と
い
う
面
を
考
慮
し
て
誇
張
さ
れ
た
表
現
も
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
堀
南
湖
の

一
文
は
感
情
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
績
を
留
め
て
い
る
。
長
く
故
人
を
伝
え
る
た
め
の
基
準
事
績
と
な
る
こ
の
墓
碑
銘
は
故
人
を
知

る
上
で
好
個
の
資
料
と
い
え
る
。

六
、
子
供
は
良
中
と
い
う
男
子
が
お
り
、
女
子
が
い
た
よ
う
で
あ
る
が
幼
く
し
て
亡
く
し
た

嫡
子
の
良
中
が
墓
碑
を
立
て
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
周
知
し
て
後
継
者
を
知
ら
し
め
る
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
碑
銘
の
内
容
も
保

証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

妻
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
並
ん
で
い
る
墓
石
の
中
に
「
善
女
」
や
「
信
女
」、「
童
女
」
の
法
号
が
見
ら
れ
、
延
享
や
宝
暦

年
間
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
歴
代
宗
鎮
の
妻
や
女
子
の
墓
石
と
み
ら
れ
る
が
初
世
宗
鎮
の
妻
を
特
定
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
で

き
な
か
っ
た
。

【
今
後
の
研
究
課
題
】

三
谷
宗
鎮
の
碑
銘
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
三
谷
宗
鎮
の
没
年
月
日
の
確
定
が
で
き
、
茶
風
や
人
的
交
流
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
少
な
い
三
谷
宗
鎮
の
研
究
材
料
の
中
に
あ
っ
て
貴
重
な
情
報
と
内
容
で
あ
る
。
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谷
端
昭
夫
氏
に
よ
る
「
近
世
茶
の
湯
研
究
の
手
引
き
」
で
は
、十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
茶
の
湯
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
１
、「
茶

の
湯
の
定
着
・
流
儀
化
」、
２
、「
各
地
域
へ
の
普
及
展
開
」、
３
、「
出
版
物
に
よ
る
茶
の
湯
の
再
編
促
進
」、
４
、「
新
た
な
大
名
・
茶
匠

の
出
現
」
な
ど
の
究
明
が
課
題
と
な
る
と
提
示
さ
れ
て
い
る
。
全
体
像
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
個
別
の
課
題
は
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘

で
あ
る
。
三
谷
宗
鎮
の
研
究
は
こ
れ
ら
研
究
課
題
を
究
明
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

ま
ず
、
１
、「
茶
の
湯
の
定
着
・
流
儀
化
」
に
つ
い
て
は
、
表
千
家
の
弟
子
な
が
ら
ど
う
し
て
一
派
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
三

谷
宗
鎮
は
原
叟
四
天
王
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
要
な
門
人
で
あ
っ
た
。
茶
の
湯
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、
受
け
入
れ
る
指
導
者
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
家
元
制
度
導
入
の
前
だ
っ
た
の
で
免
許
皆
伝
に
よ
っ
て
独
立
で
き
た
最
終
盤
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
後
、

流
儀
化
の
必
要
性
か
ら
一
子
相
伝
と
い
う
家
元
制
度
が
創
出
さ
れ
、
茶
の
湯
自
体
も
茶
家
の
体
制
も
大
き
く
変
わ
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
。

茶
の
湯
人
口
の
増
加
の
対
応
と
し
て
分
派
も
そ
の
ひ
と
つ
の
方
策
で
あ
り
、
三
谷
流
と
し
て
一
派
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

次
に
２
、「
各
地
域
へ
の
普
及
展
開
」、
と
４
、「
新
た
な
大
名
・
茶
匠
の
出
現
」
に
つ
い
て
は
諸
藩
へ
仕
官
し
た
茶
頭
役
の
役
割
の
検

証
も
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
宗
鎮
の
広
島
藩
へ
の
儒
者
格
な
が
ら
茶
人
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た

実
際
の
活
動
に
注
目
し
た
い
。
広
島
藩
と
い
え
ば
上
田
宗
箇
の
茶
の
湯
が
伝
承
さ
れ
て
今
に
至
る
。
顕
然
た
る
大
名
茶
の
宗
箇
流
の
存
在

と
当
時
、
町
衆
に
広
ま
っ
た
振
興
の
茶
の
湯
の
教
授
者
三
谷
宗
鎮
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
３
、「
出
版
物
に
よ
る
茶
の
湯
の
再
編
促
進
」、
に
つ
い
て
は
『
和
漢
茶
誌
』
は
旺
盛
な
出
版
物
需
要
の
時
期
に
お
い
て
刊
行
さ

れ
た
茶
書
で
あ
る
。
著
書
の
『
和
漢
茶
誌
』
に
つ
い
て
の
現
代
語
訳
や
注
釈
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
者
の
主
張
の
開
示
は
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、宮
内
庁
書
陵
部
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
『
茶
道
三
谷
蔵
書
』
は
「
織
部
百
ケ
条
」
の
研
究
書
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

一
条
ず
つ
宗
鎮
の
解
説
や
意
見
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
書
は
宗
鎮
の
茶
風
や
十
八
世
紀
初
頭
の
茶
の
湯
界
の
様
子
も
知
る
こ

と
の
で
き
る
素
材
で
あ
る
。
茶
書
研
究
も
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
三
谷
宗
鎮
の
茶
書
の
考
察
は
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
個
別
の
課
題
の
検
証
を
行
い
、
碑
銘
で
知
り
得
た
事
績
と
合
わ
せ
て
三
谷
宗
鎮
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
江
戸
時
代
の
茶
の

（14） 

（15） 

（16） 
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湯
界
へ
の
影
響
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

〈
註
〉

（　

）�『
南
方
録
』
は
千
利
休
か
ら
授
か
っ
た
茶
道
の
心
得
や
秘

伝
を
記
し
た
と
さ
れ
る
。
立
花
実
山
編
、
元
禄
三
年
以
降

（
一
六
九
〇
）
成
立
。

（　

）�『
禅
茶
録
』
は
茶
の
湯
に
お
け
る
禅
の
思
想
を
明
白
に
し
、

茶
禅
一
味
を
説
く
。
寂
庵
宗
澤
著
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
成
立
。

（　

）�

三
谷
家
は
代
々
六
世
ま
で
宗
鎮
を
名
乗
り
、
五
世
ま
で
芸

州
浅
野
家
に
仕
え
た
。
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
、
八
世
で
家

元
三
谷
家
の
家
系
は
絶
え
た
。三
谷
流
家
元
引
次
と
し
て
、

高
弟
の
菱
沼
雅
香
氏
が
三
谷
流
を
再
興
さ
せ
た
後
、
三
谷

流
の「
伝
統
と
精
神
」を
広
く
世
の
中
に
広
め
る
た
め
、「
三

谷
流
四
ツ
谷
会
」
が
発
足
。
宮
崎
貴
博
氏
が
代
表
に
就
任

し
、
多
く
の
団
体
で
茶
道
・
武
道
の
指
導
者
と
し
て
活
動
。

日
本
の
伝
統
文
化
普
及
を
目
指
し
広
く
発
信
。「
茶
を
通

し
て
茶
の
心
の
育
成
」
を
理
念
と
し
て
い
る
。

（　

）�

表
千
家
六
代
宗
左
（
一
六
七
八
―
一
七
三
〇
）
覚
々
斎
。

久
田
宗
全
（
五
代
表
千
家
家
元
随
流
斎
の
兄
）
の
長
男
で

十
二
歳
の
頃
千
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
十
八
歳

に
し
て
宗
左
を
名
乗
り
、
大
心
和
尚
よ
り
流
芳
軒
の
号
を

受
け
六
代
家
元
に
な
る
。
紀
州
徳
川
家
に
茶
頭
と
し
て
出

仕
し
、
八
代
将
軍
吉
宗
よ
り
唐
津
茶
碗
を
拝
領
、
桑
原
茶

碗
と
名
付
け
ら
れ
る
。
利
休
や
宗
旦
の
め
ざ
し
た
茶
の
趣

旨
を
理
解
し
な
が
ら
も
茶
の
湯
人
口
が
増
加
す
る
時
勢
に

応
じ
た
茶
の
境
地
を
目
指
し
た
。法
名
は
原
叟
宗
左
居
士
。

（『
不
審
庵
』
二
〇
一
〇
年
、
表
千
家
財
団
法
人
不
審
庵
）

（　

）�

伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
―
一
七
三
六
）
名
は
長
胤
、
字
は

源
蔵
。
伊
藤
仁
斎
の
長
子
。
父
、
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
を

継
承
し
、
著
述
・
校
訂
に
励
む
。
博
覧
強
記
で
知
ら
れ
、

業
績
は
百
二
十
八
部
四
百
五
十
巻
余
り
等
身
以
上
に
達
し

た
と
さ
れ
る
。
紀
州
徳
川
家
か
ら
五
百
石
で
士
官
を
勧
め

ら
れ
た
が
応
ぜ
ず
、
終
身
仕
官
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（『
近
世
漢
文
学
史
』
一
九
八
七
年
、
汲
古
書
院
）

�
�

古
義
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
門
人
録
、伊
藤
東
涯
『
初
見
帳
』

（
宝
永
三
年
―
元
文
元
年
、
東
涯
三
十
七
歳
よ
り
三
十
余

年
の
門
人
を
著
録
）
に
よ
る
と
、
三
谷
宗
鎮
は
享
保
五

年
（
一
七
二
〇
）
二
月
六
日
に
香
川
修
徳
の
紹
介
で
息

子
吉
之
助
（
良
中
）
と
共
に
入
門
し
て
い
る
。
そ
の
他

宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
九
月
八
日
に
は
百
拙
（
註

（
11
）
参
照
）
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。

�
�

香
川
修
徳
（
一
六
八
三
―
一
七
五
五
）
古
方
流
の
医
師
。

1234
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姫
路
に
生
ま
れ
る
。
字
は
太
冲
・
修
庵
。
一
本
堂
と
号
す
。

『
和
漢
茶
誌
』
の
序
を
記
す
。
上
洛
し
て
医
学
を
後
藤
艮

山
に
儒
学
を
伊
藤
仁
斎
に
学
ぶ
。
著
に
『
一
本
堂
行
余
医

言
』『
一
本
堂
薬
選
』
な
ど
。
門
人
に
山
脇
東
洋
・
吉
益

東
洞
ら
が
い
る
。（『
京
都
大
事
典
』一
九
八
四
年
、淡
交
社
）

（　

）�

三
谷
宗
鎮
は
五
代
藩
主
浅
野
吉
長
に
儒
者
格
で
召
し
抱
え

ら
れ
て
い
る
が
、
茶
人
と
し
て
仕
え
た
の
で
あ
っ
て
学
問

方
面
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
形
跡
は
な
い
。
広
島
藩
町
家

で
は
茶
の
湯
に
堪
能
な
呉
服
商
や
銀
札
元
役
の
任
に
あ
っ

た
者
が
い
た
が
、
名
を
伝
え
て
い
る
有
名
な
茶
の
湯
者
の

世
並
屋
江
左
・
谷
口
勘
兵
衛
・
吉
田
屋
彦
次
郎
・
野
上
屋

南
枝
ら
は
三
谷
宗
鎮
の
流
派
に
属
し
て
い
た
。（
広
島
県

編
『
広
島
県
史
近
世
１
』
一
九
八
一
年
・『
広
島
県
史
近

世
２
』
一
九
八
四
年
）

�
�

浅
野
家
初
代
藩
主
長
晟
に
広
島
藩
儒
員
と
し
て
堀
杏
庵

が
登
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
杏
庵
の
長
男
の
堀
立
庵
、蒙
窩
、

南
湖
と
代
々
仕
官
し
た
。
堀
南
湖
（
註
（
11
）
参
照
）
は

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
年
）
藩
主
吉
長
か
ら
禄
二
百
石

を
与
え
ら
れ
、正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
側
儒
と
な
っ
た
。

同
じ
く
南
湖
の
従
兄
で
あ
る
堀
景
山
も
宝
永
五
年
浅
野

吉
長
か
ら
禄
二
百
石
を
与
え
ら
れ
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）
に
側
儒
と
な
っ
た
。
景
山
は
世
子
宗
恒
の

教
育
に
あ
た
り
、宗
恒
襲
封
後
は
特
に
重
用
さ
れ
た
。（
広

島
県
編
『
広
島
県
史
近
世
１
』
一
九
八
一
年
）

�
�

堀
南
湖
は
『
和
漢
茶
誌
』
の
跋
を
書
き
、
三
谷
宗
鎮
の

墓
碑
銘
も
記
し
た
。
堀
景
山
は
『
和
漢
茶
誌
』
の
序
を

書
い
て
い
る
。
浅
野
家
に
重
用
さ
れ
て
い
る
ふ
た
り
と

親
密
な
付
き
合
い
を
し
て
い
た
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
三

谷
宗
鎮
が
浅
野
家
に
仕
官
し
た
の
は
堀
南
湖
・
堀
景
山

と
の
関
係
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�
�

堀
景
山
（
一
六
八
八
―
一
七
五
七
）
江
戸
時
代
中
期
の
漢

学
者
。
本
姓
、
菅
原
。
修
姓
、
屈
。
名
、
正
超
。
字
、
君

燕
・
彦
昭
。
通
称
、
禎
助
。
号
、
景
山
・
垂
山
・
曠
徳
堂
。

諡
号
、
忠
靖
先
生
。
墓
、
京
都
南
禅
寺
帰
雲
院
。
京
都
の

人
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
広
島
藩
主
浅
野
吉
長
に
招

か
れ
て
侍
講
と
な
る
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
本

居
宣
長
を
寄
寓
さ
せ
て
教
育
し
た
。
父
、
堀
蘭
皐
の
も
と

で
儒
学
・
医
学
を
修
め
、
景
山
は
従
兄
南
湖
と
と
も
に
学

者
と
し
て
名
声
が
高
く
、
荻
生
徂
徠
・
室
鳩
巣
な
ど
か
ら

も
人
物
を
賞
讃
さ
れ
、
多
く
の
儒
学
者
・
国
学
者
と
交
わ

っ
た
。（
広
島
県
編
『
広
島
県
史
近
世
１
』
一
九
八
一
年
）

（　

）�『
和
漢
茶
誌
』
板
本
三
巻
。
漢
文
体
。

（　

）�

本
山
龍
池
山
大
雲
院
と
号
す
る
。
浄
土
系
単
立
。
本
尊
阿

弥
陀
如
来
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
ま
で
京
都
市

下
京
区
貞
安
前
之
町
に
あ
り
、
移
転
し
て
現
在
は
京
都
市

東
山
区
に
所
在
す
る
。
大
部
の
過
去
帳
が
残
さ
れ
江
戸
期

6
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以
来
の
町
人
檀
信
徒
の
様
子
が
伺
え
る
。
江
戸
時
代
初
期

か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
多
く
の
儒
学
者
や
画
家
、
茶
人
が

葬
ら
れ
て
い
る
。
庶
民
の
信
仰
と
と
も
に
文
人
墨
客
と
幅

広
く
交
流
を
深
め
る
サ
ロ
ン
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

（　

）�

三
谷
宗
鎮
の
墓
は
寺
田
貞
次
著
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』

（
一
九
七
六
年
、
村
田
書
店
）
で
は
初
版
さ
れ
た

一
九
二
二
年
に
は
大
雲
院
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
か
し
、
一
九
七
二
年
に
大
雲
院
は
京
都
市
東
山
区

に
移
転
し
て
か
ら
墓
地
が
分
割
・
整
理
さ
れ
、
三
谷
宗
鎮

の
墓
は
所
在
不
明
と
な
っ
た
。『
京
都
大
事
典
』（
一
九
八
四

年
、
淡
交
社
）
や
『
国
史
大
辞
典
』（
一
九
九
四
年
、
吉

川
弘
文
館
）
の
三
谷
宗
鎮
の
箇
所
に
墓
地
は
大
雲
院
と
な

っ
て
お
り
、
移
転
後
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
筆
者
が
大

雲
院
に
訪
ね
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
所
在
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
か
つ
て
墓
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
ご
協
力
い

た
だ
き
、
大
雲
院
の
塔
頭
だ
っ
た
本
光
院
に
移
さ
れ
た
と

い
う
記
録
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
情
報
を
頼
り

に
岩
倉
の
本
光
院
の
墓
地
で
五
世
を
除
く
初
世
三
谷
宗
鎮

か
ら
七
世
三
谷
咲
子
ま
で
の
歴
代
の
墓
石
他
、
九
基
を
確

認
し
た
。
初
世
三
谷
宗
鎮
の
墓
は
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
、
砂
岩
質
の
墓
石
で
割
れ
た
部
分
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

補
修
し
、
針
金
で
留
め
て
あ
り
、
字
の
摩
耗
が
見
ら
れ
る
。

（　

）�

浄
土
宗
海
雲
山
本
光
院
と
号
す
る
。
大
雲
院
の
元
塔
頭
で

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
第
一
世
聖
蓮
社
教
誉
寿
光

上
人
に
よ
り
開
基
、
駿
河
守
山
口
直
友
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
洛
中
寺
町
四
条
に
建
立
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
岩
倉
幡
枝
に
寺
域
を
拡
張
し
、
移
転
し
た
。

駿
河
守
山
口
直
友
の
墓
碑
を
安
置
し
、
三
谷
宗
鎮
歴
代
の

墓
の
他
、
村
瀬
栲
亭
（
儒
学
者
）、
芥
川
丹
邱
（
儒
学
者
）

ら
の
墓
が
あ
る
。（
本
光
院
落
成
記
念
冊
子
よ
り
抜
粋
、

一
九
八
四
年
）

（　

）�〔
碑
銘
語
彙
〕

�

＊
怙
恃
…
父
母
。
両
親
。

�

＊
伶
俜
…
ひ
と
り
さ
ま
よ
う
こ
と
。

�

＊
蹉
跎
…
落
ち
ぶ
れ
る
こ
と
。
不
遇
な
こ
と
。

�

＊
江
南
…
不
明
。

�

＊�

千
宗
左
…
表
千
家
六
代
覚
々
斎
。
表
千
家
は
代
々
宗

左
を
名
乗
る
。

�

＊�

陸
經
…
陸
羽（
唐
代
七
三
三
―
八
〇
四
）の
著
し
た『
茶

経
』（
七
六
〇
年
頃
成
立
。
三
巻
。
茶
の
歴
史
・
製
法
・

器
具
に
つ
い
て
記
述
し
た
最
古
の
書
）

�

＊�

蔡
録
…
蔡
襄
（
北
宋
一
〇
一
二
―
一
〇
六
七
、
宋
の

四
大
家
の
ひ
と
り
）
の
著
し
た
『
茶
録
』（
一
〇
五
一

年
頃
成
立
。
上
下
二
巻
。
茶
論
と
器
論
）

�
＊
依
倣
…
ま
ね
る
こ
と
。

�
＊
扶
疎
…
枝
葉
が
広
が
る
こ
と
。
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�

＊
縈
紆
…
ま
が
り
く
ね
る
。

�
＊
茗
…
茶
。
特
に
上
等
で
は
な
い
茶
。

�
＊
茶
礼
…
茶
の
湯
の
礼
式
、
礼
儀
作
法
。

�
＊�
闘
茶
…
中
国
宋
か
ら
渡
来
し
、
茶
を
飲
み
分
け
て
勝
負

を
競
い
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
中
期
に
わ
た
っ
て
日
本

で
は
爆
発
的
な
人
気
を
よ
ん
だ
。
江
戸
時
代
中
ご
ろ
に

千
家
七
事
式
の
茶
カ
ブ
キ
と
し
て
今
日
に
至
る
。

�

＊�

泉
谷
百
拙
…
百
拙
元
養
（
一
六
六
八
―
一
七
四
九
）
京

都
出
身
。
江
戸
時
代
中
期
の
僧
。
黄
檗
宗
。
大
随
玄
機

の
法
を
つ
ぐ
。
近
衛
家
熈
の
帰
依
を
う
け
京
都
郊
外
に

法
蔵
寺
を
ひ
ら
く
。
詩
歌
、
茶
道
、
書
画
を
よ
く
し
た
。

�

＊�

南
湖
堀
正
脩
（
一
六
八
四
―
一
七
五
三
）
堀
南
湖
。
江

戸
時
代
中
期
の
儒
者
。
堀
杏
庵
の
曾
孫
。
堀
景
山
の

従
兄
。
母
は
木
下
順
庵
の
娘
。
広
島
藩
主
浅
野
家
に

つ
か
え
る
。
京
都
出
身
。
名
は
正
脩
。

（　

）�「
姓
」
は
血
統
や
家
系
の
由
来
を
示
す
名
称
で
同
一
の
祖
先

か
ら
出
た
部
族
名
で
あ
る
が
、「
多
々
良
」
姓
は
任
那
国

王
の
後
裔
や
周
防
、
相
模
地
方
な
ど
に
み
ら
れ
、
平
氏
に

つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
。（
丹
羽
基
二
著
『
日
本
姓
氏
大
辞

典�

解
説
編
』一
九
八
八
年
、角
川
文
庫
）こ
の
碑
銘
の「
多
々

良
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。「
氏
」
は
同
姓
中
の
系
統
の

区
別
や
家
柄
・
職
業
・
地
名
な
ど
を
示
し
、「
多
々
良
」
姓

と
「
三
谷
」
氏
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。

（　

）�

近
衛
家
熈
（
一
六
六
七
―
一
七
三
六
）
関
白
基
熈
を
父
に

後
水
尾
院
皇
女
常
子
内
親
王
を
母
と
し
て
生
ま
れ
る
。
元

禄
六
年
（
一
六
九
三
）
右
大
臣
、宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

摂
政
太
政
大
臣
に
達
す
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
致
仕
し
て

落
飾
し
て
予
楽
院
と
号
す
る
。
晩
年
は
仏
事
の
か
た
わ
ら

茶
道
・
香
道
・
華
道
の
秘
奥
を
極
め
る
と
同
時
に
和
漢
学

に
通
じ
、
有
職
故
実
に
明
る
く
、
書
画
・
和
歌
に
も
秀
で

る
。（
柴
田
實
「
槐
記
」『
茶
道
古
典
全
集
第
五
巻
』

一
九
五
八
年
、
淡
交
新
社
）

（　

）�

谷
端
昭
夫
「
近
世
茶
の
湯
研
究
の
手
引
き
」『
日
本
茶
の

湯
全
史
第
二
巻
近
世
』
二
〇
一
四
年
、
思
文
閣
出
版

（　

）�

原
叟
四
天
王
と
は
覚
々
斎
の
弟
子
の
有
力
者
四
名
。
上
野

宗
吟
又
は
（
吉
見
喜
斎
と
も
）、
服
部
道
円
、
鈴
木
宗
閑
、

三
谷
宗
鎮
。
い
ず
れ
の
人
物
も
名
前
の
み
が
伝
わ
り
、
詳

細
は
不
明
。

（　

）�

上
田
宗
箇
（
一
五
六
三
―
一
六
五
〇
）
広
島
藩
の
家
老
で

あ
っ
た
上
田
重
安
。
茶
の
湯
宗
箇
流
の
流
祖
。
茶
を
は
じ

め
千
利
休
に
学
び
、
後
に
古
田
織
部
に
師
事
。
上
田
家
は

浅
野
家
の
家
老
で
あ
っ
た
の
で
宗
箇
流
の
家
元
の
名
を
称

え
た
だ
け
で
実
際
の
教
授
は
家
臣
で
あ
る
預
か
り
師
範
の

野
村
家
・
中
村
家
が
代
々
伝
え
て
、
藩
の
茶
事
を
行
う
と

と
も
に
武
士
や
町
人
の
数
寄
者
の
間
に
広
ま
っ
た
。（
桑

田
忠
親
『
本
朝
茶
人
伝
』
一
九
八
〇
年
、
中
央
公
論
社
）
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